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本
書
の
著
者
は
、
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
に
し
て
、
現
在
日
本

福
祉
大
学
教
授
で
、
近
代
日
本
政
治
史
及
び
政
治
思
想
史
を
専
攻

し
て
い
る
川
田
稔
氏
で
あ
る
。
本
書
は
、
政
党
政
治
期
か
ら
満
州

事
変
を
経
て
、
組
織
と
し
て
政
治
化
し
て
い
っ
た
日
本
陸
軍
（
�

「
昭
和
陸
軍
」）
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
を
日
中
戦
争
か
ら
太

平
洋
戦
争
へ
導
い
て
行
っ
た
か
を
、
そ
の
間
日
本
陸
軍
を
主
導
し

た
永
田
鉄
山
、
石
原
莞
爾
、
武
藤
章
、
田
中
新
一
ら
の
戦
略
構
想

を
明
ら
か
に
し
つ
つ
描
い
て
い
く
全
三
巻
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
巻
で

あ
る
。

関
東
軍
の
石
原
ら
は
、
な
ぜ
満
州
事
変
を
起
こ
し
た
の
か
、
ま

た
陸
軍
中
央
の
永
田
ら
一
夕
会
は
、
関
東
軍
の
動
き
を
な
ぜ
支
援

し
た
の
か
。
そ
れ
ら
を
満
州
事
変
の
経
過
や
永
田
・
石
原
の
構
想

を
通
し
て
検
討
し
て
い
る
。

さ
て
、
川
田
稔
氏
は
、
柳
田
国
男
の
思
想
研
究
か
ら
、
原
敬
、

山
県
有
朋
、
浜
口
雄
幸
、
永
田
鉄
山
と
い
っ
た
近
代
日
本
の
政
治

家
・
軍
人
の
思
想
や
生
涯
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

特
に
永
田
は
昭
和
期
陸
軍
革
新
派
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
永
ら

く
そ
の
研
究
の
重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、
一
次
史
料
が
決

定
的
に
乏
し
く
、
本
格
的
な
研
究
書
が
ほ
ぼ
皆
無
だ
っ
た
。
し
か

し
川
田
氏
は
、
永
田
自
身
の
著
述
を
中
心
に
し
た
一
次
史
料
を
多

数
発
掘
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
格
的
な
永
田
研
究
が
大
き
く
前
進

し
、
川
田
氏
の
永
田
に
関
す
る
最
初
の
研
究
書
（『
浜
口
雄
幸
と

永
田
鉄
山
』）
も
、
選
書
と
い
う
一
般
の
読
者
に
も
比
較
的
馴
染

み
や
す
い
形
式
で
発
表
さ
れ
、
永
田
鉄
山
の
名
も
一
般
に
広
ま
る

契
機
に
も
な
っ
た
。

そ
の
後
永
田
研
究
の
み
な
ら
ず
、
永
田
の
思
想
を
受
け
継
ぐ
武

川
田

稔
著

『
昭
和
陸
軍
全
史
一

満
州
事
変
』

藤

村

和

巳

書

評書

評

一
〇
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（
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藤
章
や
東
条
英
機
ら
の
構
想
に
ま
で
研
究
が
広
が
り
、『
昭
和
陸

軍
の
軌
跡
―
永
田
鉄
山
と
そ
の
分
肢
』（
文
藝
春
秋
社
、
二
〇
一

一
年
）
に
対
し
て
、
二
〇
一
二
年
、
第
二
十
一
回
山
本
七
平
賞
が

贈
ら
れ
た
。

さ
て
、
永
田
は
、「
永
田
の
前
に
永
田
な
く
、
永
田
の
後
に
永

田
な
し
」
と
賞
賛
さ
れ
た
陸
軍
創
設
以
来
の
英
才
で
、
三
度
も
欧

州
へ
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た
エ
リ
ー
ト
軍
政
官
僚
で
あ
る
。
永
田
は
、

世
界
初
の
国
家
総
力
戦
で
あ
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
を
、
主
戦
場

た
る
欧
州
現
地
で
詳
細
に
分
析
し
、
日
本
に
お
け
る
国
家
総
力
戦

構
築
の
実
質
的
な
中
心
人
物
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
永
田
が
、
な
ぜ
昭
和
軍
閥
の
代
表
的
存
在
で
あ

る
一
夕
会
に
参
加
し
、
荒
木
貞
夫
ら
陸
軍
反
主
流
派
の
将
軍
を
擁

立
し
た
の
か
。
更
に
彼
ら
と
早
々
と
袂
を
別
ち
、
激
烈
な
抗
争
を

始
め
、
自
ら
も
そ
の
犠
牲
と
な
り
、
白
昼
軍
務
局
長
室
で
斬
殺
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

ま
た
従
来
か
ら
、
そ
の
行
動
に
対
す
る
評
価
も
全
く
正
反
対
の

見
解
に
別
れ
て
い
る
。

そ
の
第
一
は
、
永
田
こ
そ
「
日
本
を
破
滅
に
陥
れ
た
昭
和
軍
閥

の
源
流
」
と
す
る
も
の
で
、
本
書
（
本
シ
リ
ー
ズ
）
は
、
こ
の
立

場
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
先
述
の
通
り
、
永
田
と
そ
の
思
想
の
継

承
者
ら
が
太
平
洋
戦
争
ま
で
日
本
を
追
い
や
っ
た
と
す
る
見
解
で

あ
る
。

も
う
一
つ
の
永
田
に
対
す
る
評
価
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
永
田
は
、
陸
軍
主
流
派
で
あ
っ
た
長
州
閥
の
田
中
義

一
や
宇
垣
一
成
の
下
で
エ
リ
ー
ト
軍
政
官
僚
と
し
て
順
当
に
出
世

し
て
い
き
、
国
家
総
力
戦
体
制
構
築
を
め
ざ
し
て
政
党
政
治
に
協

力
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
以
降
、
内
政
・
外
交
共
に
行
き

詰
ま
っ
た
政
党
政
治
に
危
機
感
を
い
だ
き
、
陸
大
卒
中
堅
幕
僚
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
一
夕
会
に
参
加
し
た
。
但
し
、
あ
く
ま
で
漸
進
的

改
革
を
め
ざ
し
た
。

だ
が
、
石
原
な
ど
出
先
の
関
東
軍
が
独
走
し
て
満
州
事
変
が
勃

発
し
、
陸
軍
統
制
の
破
綻
を
招
い
た
。

更
に
対
ソ
戦
略
を
め
ぐ
る
同
期
の
小
畑
敏
四
郎
や
、
擁
立
し
た

荒
木
陸
相
の
無
能
と
専
横
人
事
、
青
年
将
校
の
扱
い
な
ど
に
つ
い

て
対
立
し
、
皇
道
派
と
激
し
い
抗
争
を
始
め
た
。

し
か
し
永
田
は
、
新
た
に
擁
立
し
た
林
銑
十
郎
陸
相
の
下
、
軍

政
官
僚
の
実
質
的
中
心
で
あ
る
軍
務
局
長
に
就
任
し
、
皇
道
派
を

一
掃
、
関
東
軍
の
独
走
も
沈
静
化
さ
せ
、
陸
相
を
通
じ
た
軍
政
官

僚
に
よ
る
陸
軍
統
制
を
復
活
さ
せ
た
。
だ
が
、
最
後
に
残
っ
て
い

た
皇
道
派
の
重
鎮
真
崎
甚
三
郎
教
育
総
監
を
罷
免
し
た
た
め
、
そ

史

学

第
八
五
巻
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れ
を
恨
ん
だ
皇
道
派
の
相
沢
三
郎
中
佐
に
よ
っ
て
、
白
昼
軍
務
局

長
室
に
お
い
て
斬
殺
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
永
田
は
、
行
き
詰
ま
っ
た
政
党
政
治
の
現
状
打

破
を
め
ざ
す
「
革
新
派
」
で
は
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
漸
進
的
改
革

を
推
進
す
る
者
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
本
書

の
著
者
川
田
稔
氏
と
正
反
対
の
立
場
で
あ
る
が
、
近
年
盛
ん
に
な

っ
て
き
た
永
田
評
価
論
で
あ
り
、
主
と
し
て
小
林
道
彦
氏
や
森
靖

夫
氏
ら
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
特
に
森
氏
は
、
先
年
永
田

に
関
す
る
初
の
学
術
的
評
伝
を
上
梓
し
て
い
る
（
1
）
。

な
お
大
日
本
帝
国
憲
法
下
に
お
け
る
天
皇
は
、
大
元
帥
と
し
て

陸
海
軍
に
臨
ん
で
い
た
が
、
実
際
は
陸
海
軍
大
臣
や
陸
軍
参
謀
総

長
、
海
軍
軍
令
部
長
の
「
輔
弼
」（
�
署
名
）
に
よ
っ
て
強
い
制

約
を
受
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
天
皇
の
命
令
と
い
え
ど

も
、
彼
ら
の
署
名
が
な
け
れ
ば
効
力
を
持
た
な
い
。
従
っ
て
実
際

上
は
、
陸
海
軍
省
と
参
謀
本
部
や
海
軍
軍
令
部
は
、
共
に
軍
事
に

つ
い
て
独
自
の
大
き
な
権
限
を
持
っ
て
い
た
。

一

各
章
の
概
要

第
一
章
で
は
、
中
国
国
民
党
の
北
伐
の
進
行
と
日
本
軍
の
山
東

出
兵
、
張
作
霖
爆
殺
事
件
に
対
す
る
田
中
義
一
内
閣
の
失
敗
と
総

辞
職
、
続
く
浜
口
雄
幸
、
第
二
次
若
槻
礼
次
郎
内
閣
に
お
け
る
宇

垣
派
に
よ
る
陸
軍
支
配
、
そ
の
宇
垣
派
に
対
抗
し
、
満
州
事
変
を

契
機
に
陸
軍
の
核
と
な
っ
て
い
く
一
夕
会
の
形
成
過
程
に
つ
い
て

詳
述
し
て
い
る
。

中
で
も
本
シ
リ
ー
ズ
で
中
核
を
成
す
史
実
解
釈
と
論
理
は
、
本

章
「
一
夕
会
の
形
成
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
バ
ー
デ
ン
バ

ー
デ
ン
会
合
か
ら
一
夕
会
だ
け
で
な
く
、
陸
軍
本
流
（
主
流
派
）

た
る
長
州
閥
や
宇
垣
派
な
ど
、
各
政
治
勢
力
を
ど
う
理
解
す
る
か

に
よ
り
、
満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
の
解
釈
が
全
く
変

わ
っ
て
く
る
。

こ
こ
で
川
田
氏
は
、
一
夕
会
の
中
心
で
あ
る
永
田
は
、
バ
ー
デ

ン
バ
ー
デ
ン
会
合
か
ら
一
貫
し
て
長
州
閥
打
倒
を
め
ざ
し
、
陸
軍

反
主
流
派
の
旧
薩
摩
閥
の
系
譜
を
継
ぐ
将
軍
た
ち
と
の
連
携
を
唱

え
、
メ
ン
バ
ー
中
の
い
わ
ゆ
る
「
支
那
通
（
2
）
」
の
影
響
や
、
国
家
総

力
戦
体
制
構
築
の
た
め
の
資
源
確
保
地
と
し
て
満
蒙
・
中
国
本
土

獲
得
を
画
策
し
て
い
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
三
月
事
件
に
対
す
る
永
田
の
態
度
（
ク
ー
デ
タ

ー
に
よ
る
宇
垣
内
閣
樹
立
計
画
へ
の
賛
否
）
は
不
明
で
あ
る
と
す

る
。柳

条
湖
事
件
発
生
直
後
は
事
変
不
拡
大
、
満
州
占
領
後
は
満
州

新
政
権
樹
立
の
不
関
与
を
説
く
閣
議
決
定
に
従
う
宇
垣
派
陸
軍
首

脳
に
対
し
、
一
挙
に
全
満
州
を
占
領
し
、
独
立
国
家
建
設
を
め
ざ

書

評

一
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す
石
原
ら
関
東
軍
、
関
東
軍
の
全
満
州
占
領
を
支
援
す
る
が
、
親

日
的
新
政
権
を
作
り
、
操
作
し
よ
う
と
す
る
永
田
ら
一
夕
会
の
攻

防
を
描
い
て
い
る
。

第
三
章
で
は
、
第
二
次
若
槻
内
閣
、
元
老
西
園
寺
公
望
ら
宮
中

グ
ル
ー
プ
、
昭
和
天
皇
の
事
変
へ
の
対
応
、
当
時
の
国
際
環
境
を

描
い
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
論
点
は
、
指
導
力
の
な
さ
を
指
摘
さ

れ
が
ち
な
若
槻
首
相
が
、
満
州
事
変
の
転
換
点
と
さ
れ
る
天
皇
の

裁
可
な
し
の
朝
鮮
軍
独
断
越
境
出
兵
や
、
出
兵
経
費
を
若
槻
内
閣

が
事
後
承
認
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
内
閣
の
否
認
に
よ
る
出
先
軍

の
敗
北
と
日
本
人
居
留
民
の
被
害
、
南
次
郎
陸
相
の
辞
職
に
よ
る

内
閣
総
辞
職
と
幣
原
外
交
の
崩
壊
を
回
避
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い

う
。一

方
、
張
学
良
は
、
装
備
が
優
れ
た
日
本
軍
の
増
援
に
よ
る
大

打
撃
を
恐
れ
て
日
本
軍
と
の
衝
突
を
避
け
、
錦
州
に
撤
退
し
た
。

�
介
石
も
、
汪
兆
銘
の
離
反
な
ど
の
た
め
日
本
軍
と
の
衝
突
を

避
け
、
柳
条
湖
事
件
を
国
際
連
盟
に
提
訴
し
、
国
際
世
論
の
支
持

を
期
待
し
た
（
3
）
。

し
か
し
イ
ギ
リ
ス
は
、
世
界
恐
慌
の
深
刻
化
へ
の
対
応
に
追
わ

れ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ス
チ
ム
ソ
ン
国
務
長
官
も
、
若
槻
や
幣
原
喜
重
郎

外
相
の
対
米
英
協
調
外
交
を
援
助
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
当
時
の
英
米
は
、
中
国
民
族
主
義
の
激
発
を
制
御
し
、
ワ
シ
ン

ト
ン
体
制
下
に
革
命
後
の
中
国
を
組
み
入
れ
る
た
め
に
、
日
本
の

協
力
が
不
可
欠
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
四
章
で
は
、
一
夕
会
の
突
き
上
げ
で
宇
垣
派
陸
軍
首
脳
が
変

心
し
、
満
蒙
独
立
新
政
権
樹
立
、
関
東
軍
の
占
領
地
駐
留
の
公
認

を
主
張
し
た
た
め
、
若
槻
首
相
や
幣
原
外
相
ま
で
も
同
意
し
て
い

く
過
程
を
詳
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従
来
、
陸
軍
へ
の
若
槻
内

閣
の
無
限
定
の
譲
歩
で
幣
原
外
交
の
崩
壊
と
さ
れ
て
い
る
が
、
若

槻
が
政
権
を
維
持
し
な
が
ら
南
ら
と
の
連
携
を
維
持
す
る
こ
と
で
、

関
東
軍
の
そ
れ
以
上
の
暴
走
阻
止
の
た
め
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の

後
も
若
槻
内
閣
と
宇
垣
派
陸
軍
首
脳
は
、
関
東
軍
の
北
満
侵
攻
や

錦
州
攻
略
を
阻
止
し
、
満
州
国
建
国
工
作
に
も
反
対
し
続
け
た
。

第
五
章
で
は
、
一
夕
会
の
工
作
に
よ
っ
て
安
達
謙
蔵
内
務
大
臣

の
協
力
内
閣
（
政
友
会
と
の
連
立
）
運
動
が
起
こ
り
、
若
槻
内
閣

は
総
辞
職
す
る
。

し
か
し
、
青
年
将
校
へ
の
共
産
主
義
の
浸
透
を
懸
念
す
る
西
園

寺
は
、
若
槻
に
再
組
閣
を
命
じ
ず
、
犬
養
毅
が
政
友
会
単
独
内
閣

を
組
閣
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
宇
垣
派
は
一
掃
さ
れ
、
陸
相
は
一
夕

会
が
推
戴
す
る
荒
木
に
な
り
、
参
謀
本
部
の
実
権
を
握
る
参
謀
次

長
に
真
崎
甚
三
郎
、
情
報
部
長
に
永
田
な
ど
、
陸
軍
中
央
は
一
夕

会
系
で
固
め
ら
れ
た
。

史
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さ
て
犬
養
内
閣
は
、
満
蒙
政
権
を
逐
次
独
立
国
家
に
し
て
い
く

方
針
を
正
式
に
承
認
し
た
。
更
に
荒
木
陸
相
に
よ
り
、
一
夕
会
の

宿
願
で
あ
っ
た
北
満
・
錦
州
を
含
め
た
全
満
州
の
軍
事
的
掌
握
が

一
挙
に
実
現
し
た
。

一
方
、
国
際
連
盟
は
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
を
派
遣
し
、
ア
メ
リ

カ
の
ス
チ
ム
ソ
ン
国
務
長
官
は
、
日
本
軍
の
錦
州
攻
撃
後
、
中
国

の
領
土
保
全
に
反
す
る
事
態
は
一
切
認
め
な
い
不
承
認
宣
言
を
出

し
た
が
、
日
本
へ
の
経
済
制
裁
に
は
慎
重
だ
っ
た
。

他
方
、
満
州
国
建
国
宣
言
が
出
さ
れ
、
犬
養
内
閣
は
承
認
し
た
。

し
か
し
犬
養
は
、
天
皇
や
陸
軍
旧
薩
摩
閥
領
袖
上
原
勇
作
を
通
じ

て
陸
軍
統
制
を
試
み
た
り
、
満
州
国
の
正
式
承
認
に
消
極
的
だ
っ

た
た
め
、
青
年
将
校
や
極
右
勢
力
に
強
い
反
感
を
持
た
れ
、
五
・

一
五
事
件
で
殺
害
さ
れ
た
。

後
継
首
班
に
海
軍
穏
健
派
の
斎
藤
実
が
選
ば
れ
、
戦
前
に
お
け

る
政
党
政
治
は
終
わ
っ
た
。
政
党
政
治
を
不
可
と
す
る
永
田
な
ど

の
意
向
が
西
園
寺
や
木
戸
幸
一
な
ど
に
伝
わ
っ
た
か
ら
だ
と
す
る
。

斎
藤
内
閣
は
満
州
国
を
正
式
に
承
認
し
た
が
、
国
際
連
盟
は
満

州
国
を
承
認
し
な
い
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
案
を
採
択
し
た
た
め
、
日

本
は
連
盟
を
脱
退
し
た
。
永
田
は
連
盟
脱
退
に
慎
重
だ
っ
た
が
、

や
む
を
得
な
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
連
盟
脱
退
前
、
関
東
軍
は
、
張
学
良
が
支
配
す
る
熱
河
省

へ
の
謀
略
を
計
画
し
た
が
、
永
田
は
連
盟
へ
の
配
慮
の
た
め
不
同

意
だ
っ
た
。
し
か
し
、
熱
河
作
戦
が
決
ま
る
と
、
永
田
は
北
支
へ

の
謀
略
を
支
援
し
た
。
一
方
、
関
東
軍
の
進
出
に
よ
り
塘
沽
停
戦

協
定
が
締
結
さ
れ
、
満
州
事
変
期
は
終
わ
っ
た
。

さ
て
、
第
六
章
と
第
七
章
は
、
一
夕
会
の
中
核
で
あ
っ
た
永
田

と
石
原
の
戦
略
構
想
で
あ
り
、
第
一
章
の
一
夕
会
の
形
成
と
も
に
、

本
シ
リ
ー
ズ
を
貫
く
中
軸
の
構
想
が
説
か
れ
て
お
り
、
極
め
て
重

要
で
あ
る
。

第
六
章
で
説
か
れ
た
永
田
の
構
想
の
第
一
は
、
む
ろ
ん
第
一
次

世
界
大
戦
の
詳
細
な
分
析
に
基
づ
く
国
家
総
力
戦
体
制
構
築
論
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
国
家
総
力
戦
に
勝
つ
た
め
、
国
民
動
員
や
産
業

動
員
、
精
神
動
員
な
ど
種
々
の
動
員
計
画
や
専
門
機
関
設
立
の
必

要
を
提
議
し
て
い
る
。

第
二
に
永
田
は
、
次
期
大
戦
は
不
可
避
で
長
期
持
久
戦
に
な
る

可
能
性
が
高
く
、
相
手
国
も
特
定
で
き
ず
、
様
々
な
提
携
関
係
が

予
想
さ
れ
、
戦
争
防
止
に
国
際
連
盟
も
無
力
で
あ
る
。
そ
の
た
め

戦
争
に
必
要
な
資
源
を
満
蒙
や
中
国
本
土
か
ら
無
理
に
で
も
確
保

し
、
自
給
自
足
圏
形
成
の
必
要
を
説
く
。

第
七
章
で
は
、
石
原
の
構
想
と
し
て
名
高
い
世
界
最
終
戦
論
を

解
説
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
米
が
東
西
文
明
の
主
導
権
を
確
立

し
、
両
国
の
主
要
都
市
を
破
壊
・
殲
滅
す
る
軍
用
飛
行
機
が
出
現
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す
る
と
き
、
世
界
最
終
戦
が
行
わ
れ
、
そ
の
勝
敗
を
決
す
る
最
終

破
壊
兵
器
と
し
て
核
兵
器
の
開
発
ま
で
予
想
し
て
い
る
。

但
し
、
そ
の
前
に
東
洋
全
体
を
主
導
す
る
地
位
を
獲
得
す
る
た

め
、
満
蒙
領
有
の
必
要
を
説
く
。
そ
れ
に
よ
り
日
本
国
内
の
諸
問

題
や
朝
鮮
統
治
の
安
定
、
ソ
連
へ
の
対
処
、
在
満
蒙
諸
民
族
の
発

展
、
日
本
の
中
国
本
土
や
南
洋
へ
の
発
展
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

し
か
し
満
蒙
領
有
は
、
世
界
最
終
戦
前
に
日
米
長
期
持
久
戦
を

引
き
起
こ
す
。
イ
ギ
リ
ス
や
ソ
連
と
も
持
久
戦
に
な
り
う
る
。
そ

の
た
め
の
費
用
や
資
源
は
、
中
国
本
土
の
占
領
に
よ
り
、
税
収
や

鉄
道
料
金
の
徴
収
、
資
源
の
購
入
で
賄
う
。

最
後
に
永
田
と
石
原
の
構
想
の
一
致
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。

第
一
の
一
致
点
は
、
永
田
の
次
期
大
戦
不
可
避
論
も
、
石
原
の

日
米
最
終
戦
前
の
満
蒙
領
有
を
め
ぐ
る
日
米
戦
も
、
と
も
に
持
久

戦
（
�
消
耗
戦
）
に
な
る
と
い
う
予
想
で
あ
る
。
第
二
は
、
永
田

と
石
原
の
構
想
は
、
各
々
の
持
論
か
ら
演
繹
的
に
導
き
出
さ
れ
、

そ
の
独
特
の
使
命
感
か
ら
中
堅
幕
僚
の
中
に
信
奉
者
を
産
ん
だ
点

で
あ
る
。
第
三
に
満
蒙
領
有
の
必
要
性
に
つ
い
て
一
致
し
て
い
る
。

相
違
点
は
、
第
一
に
永
田
は
次
期
大
戦
を
国
家
総
力
戦
と
予
想

し
て
い
る
の
に
対
し
、
石
原
は
日
米
持
久
戦
争
と
世
界
最
終
戦
と

も
占
領
地
か
ら
の
税
収
や
資
源
購
入
で
賄
う
べ
き
で
、
国
家
総
動

員
型
に
な
ら
な
い
と
す
る
。

第
二
に
永
田
は
、
次
期
大
戦
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
が
不
可
避
で
、

国
の
生
存
を
賭
け
た
徹
底
的
な
戦
争
に
な
り
、
ど
ち
ら
か
が
継
戦

意
志
を
無
く
す
ま
で
戦
い
、
途
中
講
和
は
な
い
と
す
る
の
に
対
し
、

石
原
は
、
欧
米
と
の
国
家
総
動
員
型
の
戦
争
は
回
避
す
べ
き
で
、

欧
州
大
戦
不
介
入
を
説
く
。

二

本
書
の
優
れ
た
点
と
疑
問
点

さ
て
、
本
書
の
優
れ
た
点
は
、
第
一
に
、
極
め
て
詳
細
に
史
実

を
時
間
経
過
に
従
っ
て
丹
念
に
た
ど
っ
て
い
く
過
程
で
、
と
も
す

れ
ば
煩
雑
に
な
る
各
政
治
家
や
政
治
勢
力
の
主
張
が
、
極
め
て
明

確
に
類
型
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
満
州
事
変
期
の
経
緯
と
全
体
像

が
理
解
し
や
す
い
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
憲
法
や
西
園
寺
な
ど
の

宮
中
グ
ル
ー
プ
に
制
約
さ
れ
、
大
元
帥
と
い
え
ど
も
軍
部
を
制
御

し
づ
ら
い
昭
和
天
皇
、
と
に
か
く
皇
室
に
累
が
及
ば
な
い
よ
う
配

慮
す
る
西
園
寺
と
木
戸
、
従
来
弱
腰
に
見
ら
れ
て
い
た
若
槻
首
相

の
意
外
な
粘
り
強
さ
、
一
夕
会
に
突
き
上
げ
ら
れ
な
が
ら
も
若
槻

と
共
に
事
変
不
拡
大
に
努
め
る
宇
垣
派
南
陸
相
ら
、
綿
密
な
計
画

で
満
蒙
全
体
の
占
領
に
独
走
し
よ
う
と
す
る
石
原
ら
関
東
軍
、
石

原
の
独
走
に
当
惑
し
つ
つ
も
、
こ
の
機
会
に
石
原
ら
を
支
援
す
る

陸
軍
中
央
の
永
田
ら
一
夕
会
な
ど
、
登
場
す
る
政
治
勢
力
の
立
場

史
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は
明
瞭
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
解
釈
は
、
研
究
者
に
よ
っ

て
全
く
異
な
る
論
点
で
あ
る
が
、
一
般
読
者
に
と
っ
て
は
、
筆
者

の
解
釈
は
極
め
て
理
解
し
や
す
い
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
永
田
亡
き
後
、
永
田
の
構
想
を
継
ぐ
東
条
、
武
藤
と

石
原
の
対
立
、
更
に
武
藤
と
田
中
新
一
の
対
立
な
ど
、
永
田
と
石

原
の
構
想
が
、
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
に
ま
で
影
響
を

与
え
た
と
い
う
論
は
、
賛
否
は
と
も
か
く
斬
新
で
興
味
深
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
川
田
氏
の
史
実
解
釈
と
論
理
は
明
快
で
わ
か

り
や
す
い
。
し
か
し
、
本
シ
リ
ー
ズ
中
軸
の
理
論
で
あ
る
永
田
の

構
想
に
つ
い
て
根
本
的
な
疑
義
が
あ
る
。

第
一
に
川
田
氏
は
、
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
会
合
か
ら
一
夕
会
ま

で
永
田
の
構
想
が
一
貫
し
て
い
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
永
田

の
構
想
は
、
時
間
の
経
過
に
伴
い
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
先

述
の
通
り
大
正
期
の
永
田
は
、
陸
軍
本
流
か
ら
、
そ
の
卓
越
し
た

能
力
を
認
め
ら
れ
、
国
家
総
力
戦
体
制
構
築
の
実
質
的
な
中
心
と

な
っ
た
。
そ
し
て
原
敬
な
ど
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
の
下
、
政
党
政
治

に
協
力
的
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
国
家
総
力
戦
体
制
構
築
の
た
め

に
は
、
国
民
の
全
面
的
な
協
力
が
不
可
欠
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
陸
軍
本
流
か
ら
冷
遇
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
む

し
ろ
次
代
を
担
う
エ
リ
ー
ト
軍
政
官
僚
と
し
て
順
調
に
昇
進
し
て

い
る
。
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
会
合
で
も
、
国
家
総
力
戦
体
制
構
築

の
た
め
、
軍
民
一
致
が
急
務
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
時
代
遅

れ
の
地
域
閥
で
あ
る
長
州
閥
の
解
消
を
唱
え
た
の
で
あ
り
、
当
時

は
陸
軍
反
主
流
派
の
三
将
軍
擁
立
や
満
蒙
問
題
は
全
く
話
題
に
な

っ
て
い
な
い
。

第
二
に
永
田
は
、
欧
州
情
勢
に
関
し
て
は
非
常
に
冷
厳
で
核
心

を
突
く
分
析
を
し
た
が
、
満
蒙
や
中
国
本
土
に
つ
い
て
の
分
析
は

元
々
非
常
に
手
薄
で
、
中
国
で
の
実
務
経
験
は
皆
無
だ
っ
た
。
こ

れ
は
陸
軍
本
流
の
田
中
義
一
や
宇
垣
、
小
磯
国
昭
ら
が
、
早
く
か

ら
中
国
本
土
の
資
源
に
注
目
し
、
種
々
の
懐
柔
工
作
な
ど
中
国
で

の
実
務
経
験
が
豊
富
で
あ
っ
た
点
（
4
）
に
比
し
て
、
そ
の
後
永
田
が
石

原
ら
関
東
軍
や
「
支
那
通
」
軍
人
ら
の
制
御
に
苦
し
む
大
き
な
原

因
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、
一
九
二
七
年
国
家
総
力
戦
体
制
構
築
の
た
め
に
新

設
さ
れ
た
陸
軍
省
整
備
局
の
初
代
動
員
課
長
と
な
っ
た
永
田
は
、

本
格
的
に
満
蒙
や
中
国
本
土
の
詳
細
な
資
源
調
査
表
を
作
成
し
た
。

し
か
し
、
満
蒙
領
有
へ
の
意
志
は
示
唆
し
て
い
る
が
、
中
国
本
土

へ
の
進
攻
の
意
志
を
示
す
記
述
は
な
い
（
5
）
。

だ
が
、
中
国
民
族
主
義
の
高
揚
に
よ
る
満
蒙
権
益
の
危
機
に
対

す
る
田
中
外
交
の
失
敗
、
浜
口
内
閣
の
緊
縮
予
算
に
よ
る
国
家
総

力
戦
体
制
の
縮
小
、
そ
れ
に
協
力
的
な
宇
垣
陸
相
へ
の
不
満
な
ど

を
要
因
と
し
て
、
人
事
刷
新
以
外
は
陸
軍
本
流
に
期
待
し
て
い
た
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木
曜
会
（
一
夕
会
の
前
身
）
の
議
論
が
先
鋭
化
し
、
永
田
の
構
想

も
大
き
く
転
換
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
を
表
す
最
も
注
目
す
べ
き
極
め
て
重
大
な
講
演
と
決
議
が

成
さ
れ
た
の
が
一
九
二
九
年
一
月
一
七
日
の
会
合
で
あ
る
。
こ
れ

は
、「
木
曜
会
記
事
」
の
先
駆
的
研
究
者
で
あ
る
筒
井
清
忠
氏
が
、

初
め
て
そ
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
が
、「
注
目
す
べ
き
内
容
で

は
な
い
。」
と
し
て
記
し
た
の
み
で
あ
っ
た
（
6
）
。

そ
の
後
長
く
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
内
容
の
重
要
性
を

初
め
て
指
摘
し
た
の
は
評
者
で
あ
る
（
7
）
。
な
ぜ
な
ら
永
田
や
岡
村
寧

次
、
東
条
ら
、
永
田
本
人
と
、
永
田
に
極
め
て
近
い
一
夕
会
幹
部

が
出
席
し
て
い
る
上
に
、
そ
の
内
容
が
そ
れ
ま
で
の
永
田
の
穏
健

で
漸
進
的
な
政
治
姿
勢
を
全
面
的
に
転
換
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

議
題
は
、
鈴
木
宗
作
に
よ
る
「
統
帥
権
の
独
立
は
可
能
か
」
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
戦
争
指
導
に
政
治
を
追
随
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
軍
人
が
政
治
家
を
追
随
さ
せ
る
能
力
を
持
つ
必
要
が
あ

り
、
適
当
な
人
材
が
い
な
け
れ
ば
、
彼
ら
中
堅
幕
僚
が
作
為
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
何
と
仇
敵
で
あ
っ
た
藩
閥
が
有
効
で

あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
政
治
が
危
機
に
陥
っ
た
場
合
、
統
帥
権
の

独
立
を
理
由
に
し
た
公
然
た
る
軍
人
の
政
治
介
入
を
肯
定
し
、
優

れ
た
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
け
れ
ば
、
彼
ら
中
堅
幕
僚
の
派
閥
が
擁
立

す
る
と
い
う
（
8
）
。

従
っ
て
永
田
は
、
統
帥
権
の
独
立
を
名
目
に
し
た
軍
部
の
政
治

介
入
に
つ
い
て
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
に
一
夕
会
待
望
の

荒
木
陸
相
は
、
統
帥
権
の
独
立
を
拡
大
し
、
国
家
総
力
戦
の
た
め

の
国
民
統
合
の
論
理
と
し
て
利
用
し
て
い
る
（
9
）
。

永
田
も
、
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
会
合
以
来
、
一
貫
し
て
国
家
総

力
戦
の
た
め
の
軍
民
統
合
、
精
神
動
員
の
最
重
要
性
を
唱
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
荒
木
の
主
張
も
利
用
で
き
る
と
考
え
た
の
だ

ろ
う
（
10
）
。

但
し
、
統
帥
権
の
独
立
を
唱
え
て
軍
部
が
政
治
介
入
す
る
の
は
、

他
の
政
治
勢
力
に
対
す
る
軍
部
の
介
入
の
論
理
に
は
な
る
が
、
同

時
に
出
先
軍
の
独
走
を
許
す
論
理
に
も
な
る
。
つ
ま
り
統
帥
権
と

は
、
軍
隊
の
指
揮
・
命
令
権
で
あ
り
、
そ
の
独
立
を
強
調
す
る
こ

と
は
、
軍
令
機
関
が
軍
政
機
関
よ
り
優
位
に
立
つ
こ
と
を
認
め
る

論
理
に
も
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
永
田
は
、
能
力
あ
る
軍
人
の

み
が
政
治
家
を
指
導
で
き
る
と
し
、
統
帥
権
の
独
立
の
濫
用
を
防

ご
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
荒
木
の
能
力
不
足
と
専
横
人
事

に
よ
り
、
永
田
は
林
を
擁
立
し
、
自
ら
は
軍
務
局
長
と
な
っ
て
実

質
的
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
、
国
家
総
力
戦
体
制
構
築
の
た
め
尽
力

し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
永
田
は
、
統
帥
権
の
独
立
を
限
定
的
に

用
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

史
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第
四
に
、
永
田
の
軍
務
局
長
期
の
構
想
は
、
自
給
可
能
な
日
満

ブ
ロ
ッ
ク
圏
を
作
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
即
応
で
き
る
防
衛
体
制

の
建
設
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
十
分
な
軍
事
力
を
整
え
る
と
共
に
、

経
済
戦
や
思
想
戦
、
宣
伝
戦
に
勝
ち
抜
く
体
制
作
り
を
よ
り
重
視

し
て
い
た
（
11
）
。
従
っ
て
武
力
行
使
に
は
慎
重
で
、
中
国
本
土
の
資
源

が
必
要
と
し
て
も
英
米
の
介
入
が
必
至
の
大
戦
に
準
備
不
足
の
ま

ま
突
入
す
る
と
は
到
底
想
像
で
き
な
い
。

第
五
に
、
永
田
亡
き
後
、
永
田
と
石
原
の
構
想
の
継
承
者
が
激

し
く
対
立
し
な
が
ら
も
太
平
洋
戦
争
へ
主
導
し
た
と
す
る
が
、
永

田
の
構
想
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
度
量
は
、
継
承
者
と
さ
れ
る
東

条
、
武
藤
と
は
決
定
的
に
違
う
。
石
原
も
含
め
彼
ら
の
性
格
は
極

め
て
偏
狭
で
あ
っ
た
（
12
）
。
彼
ら
は
参
謀
や
下
僚
と
し
て
は
極
め
て
有

能
で
あ
っ
た
が
、
永
田
な
ど
度
量
の
大
き
な
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
こ

そ
能
力
を
発
揮
で
き
た
の
で
あ
り
、
組
織
と
し
て
陸
軍
を
動
か
す

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
、
不
適
格
な
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

ま
た
武
藤
の
構
想
は
、
永
田
よ
り
武
力
行
使
に
積
極
的
で
あ
っ

た
（
13
）
。
故
に
永
田
の
構
想
が
直
接
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
へ
導
い

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

以
上
、
本
書
の
主
要
な
疑
問
点
を
率
直
に
述
べ
た
。
し
か
し
、

本
書
は
、
日
本
人
の
誰
し
も
が
思
い
悩
む
壊
滅
的
な
敗
戦
に
至
る

謎
に
明
快
な
解
答
を
出
し
た
著
者
渾
身
の
大
作
で
あ
る
。

（
講
談
社
、
二
〇
一
四
年
、
三
七
八
頁
、
一
〇
〇
〇
円
＋
税
）

註（
１
）
小
林
道
彦
『
政
党
内
閣
の
崩
壊
と
満
州
事
変

一
九
一
八
〜
一

九
三
二
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）、
森
靖
夫
『
永
田

鉄
山
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
年
）

（
２
）
「
支
那
通
」
と
は
、
参
謀
本
部
第
二
部
支
那
課
や
中
国
公
使
館

付
武
官
な
ど
を
歴
任
し
た
陸
軍
内
の
中
国
専
門
官
僚
の
こ
と
。
戸

部
良
一
『
日
本
陸
軍
と
中
国
―「
支
那
通
」
に
見
る
夢
と
蹉
跌
』

（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）

（
３
）
�
介
石
は
、
満
州
事
変
を
「
日
本
軍
閥
勢
力
の
猪
突
的
行
動
」

と
楽
観
視
し
て
い
た
。
家
近
亮
子
『
蒋
介
石
の
外
交
戦
略
と
日
中

戦
争
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
）

（
４
）
参
謀
次
長
時
の
田
中
義
一
は
、
対
中
政
策
の
極
め
て
詳
細
な
部

分
ま
で
直
接
指
揮
し
、
宇
垣
も
参
謀
本
部
第
一
部
長
と
し
て
田
中

を
助
け
た
。
小
磯
も
支
那
課
兵
要
地
誌
班
班
長
と
し
て
満
蒙
挙
事

を
指
導
し
て
い
る
。「
浜
面
又
助
文
書
」
近
代
日
本
研
究
会
編
『
近

代
日
本
と
東
ア
ジ
ア
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
二
〇
七

〜
二
〇
九
頁
。
彼
ら
の
国
家
総
力
戦
論
は
、
中
国
全
土
の
資
源
獲

得
の
た
め
の
中
国
懐
柔
論
で
あ
る
。
田
中
義
一
『
対
支
経
営
私

見
』（
一
九
一
七
年
）、
小
磯
国
昭
『
帝
国
国
防
資
源
』（
一
九
一
七

年
）

（
５
）
永
田
鉄
山
「
現
代
国
防
概
論
」（
遠
藤
二
雄
編
『
公
民
教
育
概

論
』
義
済
会
、
一
九
二
七
年
）「
主
要
軍
需
不
足
資
源
と
支
那
資
源

と
の
関
係
一
覧
表
」、
二
八
四
頁
。

（
６
）
筒
井
清
忠
『
昭
和
期
日
本
の
構
造
―
そ
の
歴
史
社
会
学
的
考
察

書

評

一
〇
九
（
七
四
三
）



―
』
一
六
〇
頁
。（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）

（
７
）
拙
稿
「「
合
理
適
正
居
士
」
永
田
鉄
山
の
理
想
と
誤
算
―
陸
軍

派
閥
対
立
と
国
家
総
力
戦
構
想
―
」
一
四
〜
一
六
頁
。（『
政
治
経

済
史
学
』
第
五
二
七
号
、
二
〇
一
○
年
九
月
）

（
８
）
「
木
曜
会
記
事
」（
木
戸
日
記
研
究
会
『
鈴
木
貞
一
氏
談
話
速
記

録
（
下
）』、
近
代
日
本
史
研
究
会
、
一
九
七
四
年
）
三
八
〇
〜
三

八
一
頁
。

（
９
）
荒
木
貞
夫
『
皇
国
の
軍
人
精
神
』（
朝
風
社
、
一
九
三
三
年
）

三
〜
十
八
、
四
六
〜
五
二
頁
。

（
１０
）
「
民
心
の
鼓
励
統
一
」
を
「
精
神
動
員
」
と
名
付
け
、「
国
家
総

動
員
の
根
源
」
で
「
全
局
を
支
配
す
べ
き
も
の
」
と
最
重
要
視
し

て
い
る
。
永
田
鉄
山
等
『
国
家
総
動
員
に
関
す
る
意
見
』
七
〜
八

頁
。（
一
九
二
〇
年
）

（
１１
）
陸
軍
省
『
国
防
の
本
義
と
其
強
化
の
提
唱
」（
陸
軍
省
、
一
九

三
四
年
）

（
１２
）
石
原
は
、
陸
大
を
二
番
で
卒
業
し
た
の
に
異
端
児
視
さ
れ
た
。

東
条
は
愛
憎
の
念
が
強
い
偏
狭
な
性
格
で
あ
っ
た
。
秦
郁
彦
『
昭

和
史
の
軍
人
た
ち
』
四
七
、
二
三
三
頁
。（
文
藝
春
秋
社
、
一
九
八

二
年
）。
武
藤
は
傲
岸
不
遜
で
、
あ
だ
名
は
「
無
徳
」
で
あ
る
。
上

法
快
男
編
『
軍
務
局
長
武
藤
章
回
想
録
』
三
一
頁
。（
芙
蓉
書
房
、

一
九
八
一
年
）

（
１３
）
軍
務
局
長
期
の
永
田
は
、
中
国
の
排
日
運
動
は
、
日
本
の
海
軍

力
が
米
海
軍
力
を
上
回
る
こ
と
で
解
決
し
、
中
国
に
お
け
る
旧
市

場
を
回
復
で
き
る
と
見
て
い
る
。
従
っ
て
中
国
を
武
力
行
使
の
対

象
と
見
て
い
な
い
。（
前
掲
『
国
防
の
本
義
と
其
強
化
の
提
唱
』
二

五
頁
）
一
方
、
武
藤
は
、
対
日
貿
易
制
限
で
経
済
戦
を
挑
む
中
国

に
対
し
、
武
力
行
使
す
べ
き
と
し
た
。
武
藤
章
「
協
議
条
約
と
日

本
の
立
場
」（『
外
交
時
報
』
九
一
頁
、
第
六
八
四
号
、
一
九
三
三

年
）

史
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